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～悪化ペースはやや緩和も、10-12月期のマイナス成長を示唆～ 
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・ 11月のユーロ圏のＰＭＩ総合指数の速報値は、３ヶ月連続で業況判断の分岐点である50割れを記録し

たものの、前月から悪化ペースが小幅縮小した。業種別には、製造業の悪化ペースが一段と加速した

一方、サービス業の悪化ペースが緩和し、全体の業況悪化を食い止めた。国別には、ドイツ・フラン

スともに製造業の悪化ペースが加速した一方、サービス業がドイツで小幅改善、フランスで悪化ペー

スが緩和した。ドイツ・フランス以外の国では、製造業・サービス業ともに悪化ペースが加速した。 

・ 公表元のMarkitによれば、ＰＭＩ指数の水準は10-12月期のユーロ圏の成長率が前期比▲0.6％程度の

落ち込みに相当（左図）。マイナス幅はここまでではないにせよ、当社でも同期のマイナス成長は避

けられないと判断。ドイツの雇用環境が底堅さを保っていることやフランスのサービス業景況感が前

月の急悪化から一服したことが支えとなったものの、受注判断が一段と悪化するなど製造業活動の冷

え込みに歯止めが掛からない。同日発表の９月のユーロ圏の鉱工業新規受注が前月比▲6.3％と単月と

しては2008年12月以来の落ち込みを記録するなど、景気の冷え込みはマインド系の指標だけでなく、

ハードデータでも確認される。財政危機の深刻化と信用状況の逼迫が景気を下押ししている。 

■ユーロ圏：ＰＭＩ総合指数と実質ＧＤＰ成長率 ■ユーロ圏：製造業新規受注

注：実質ＧＤＰ成長率は前期比年率。

出所：Markit、Eurostat 出所：Eurostat
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■ＰＭＩ指数（季節調整済み）

2010 2011 2011
4Q 1Q 2Q 3Q 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

ユーロ圏 総合産出指数 54.9 57.6 55.6 50.3 57.8 55.8 53.3 51.1 50.7 49.1 46.5 47.2
製造業ＰＭＩ指数 55.7 57.9 54.9 49.3 58.0 54.6 52.0 50.4 49.0 48.5 47.1 46.4
サービス業業況指数 54.3 56.5 55.5 50.6 56.7 56.0 53.7 51.6 51.5 48.8 46.4 47.8

ドイツ 製造業ＰＭＩ指数 58.5 61.4 58.1 51.1 62.0 57.7 54.6 52.0 50.9 50.3 49.1 47.9
サービス業業況指数 58.1 59.7 56.5 51.2 56.8 56.1 56.7 52.9 51.1 49.7 50.6 51.4

フランス 製造業ＰＭＩ指数 56.8 55.3 55.0 49.3 57.5 54.9 52.5 50.5 49.1 48.2 48.5 47.6
サービス業業況指数 54.9 59.3 60.5 54.2 62.9 62.5 56.1 54.2 56.8 51.5 44.6 49.3

出所：Markit  


